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【背景】 
 やり投は，投擲種目の中で日本人の男女が共に世界で通用する種目である（田内ら，2009）
が，日本人の女子七種競技のやり投に関しては，競技力が飛び抜けて高い競技者が少なく，
全体的に見ると世界と比較して競技力が低いのが現状である．これは，野球などの投動作の
獲得が期待される競技の経験が男子と比べ女子では少ないことや，中学生の混成種目である
四種競技の中に投動作の獲得を引き出せる種目が含まれていないこと，高等学校進学後の七
種競技開始のタイミングでやり投の練習を開始することが多く，やり投に割くことができる
時間が相対的に少なくなりやり投の技術獲得が遅れることが原因であると考えられる． 
やり投に関する先行研究は多岐に渡って行われている．それらの研究では，未解決の問題
を抽出し，仮説を設定し，仮説を立証するための実験や調査を実施し，得られた結果を解釈
しながら新しい知を探求するという研究者の思考手順に沿って様々な知見が提示されている．
しかし，専門種目のパフォーマンス構造を高度に理解・設計し，現状把握とともに行う目標
設定から，現実と目標との間に出現するギャップを問題と捉え，問題解決のためのトレーニ
ング方法と手段を準備・創造し，トレーニング計画を立案した上でトレーニングを実施して
効果を評価するというスポーツトレーニングの思考手順に沿った研究は見当たらない． 
そこで本研究では，スポーツトレーニングの思考手順に沿った研究の第一歩として，やり
投のパフォーマンスを構造的に理解するために，①走パワーと跳パワーの土台の上に技術的
要素（一般的投動作→専門的投動作）と投パワーを配置したやり投のパフォーマンス構造モ
デル，②やり投の投動作は小さい握れるボールを投げる→大きい握れないボールを投げる→
棒を投げる→競技用のやりを投げるという順にやり投の一般的投動作から専門的投動作へと
変化していくという2つの仮説モデルを設定し，その検証を試みた． 
【目的】 
 本研究では，①やり投の飛距離，②各種投擲物の飛距離および③コントロールテスト（や
り投の飛距離に影響することが先行研究（藤井，2016）において確認されている）の関係性
を量的に検討した結果と，各種投擲物の投動作を局面ごとに質的に比較した結果から，やり
投における基礎技能としてのオーバーハンドスローの重要性を明らかにすることを目的とし
た． 
【方法】 
1. 被験者:やり投経験のある大学生女子陸上競技者および社会人女子陸上競技者（陸上部や
り投経験有群）10名，やり投経験のない大学生女子陸上競技者（陸上部やり投経験無群）
22名，遠投能力の高い大学生女子軟式野球部員（野球部群）9名の計41名を被験者とした． 
2. 測定項目:5種類の投擲物の飛距離測定（ターボジャブロングトム，握れない1kgのメディ
シンボール，握れる1kgのメディシンボール，ハンドボール，野球ボール），各種投擲物
の飛距離測定の全試技において投動作の分析を行うための動画撮影（被験者の後方およ
び側方の2方向から），コントロールテスト（30m走，垂直跳，立幅跳，立五段跳，10m助
走付き五段跳，3kgメディシンボールフロント投げ，3kgメディシンボールバック投げ），
やり投のパーソナルベストの聞き取り（やり投経験者のみ）． 
3. 測定手順:ウォーミングアップ（フリーアップ，ウォーミングアップ試投），5種類の投
擲物の飛距離測定，コントロールテスト，やり投のパーソナルベストの聞き取り． 
【結果】 
1. 本研究で実施した各種投擲物の飛距離測定項目においてやり投PBと有意な正の相関関係
を示したのは，野球ボール助走有・野球ボール助走無・ターボジャブ助走無・握れない
メディシンボール助走無・ターボジャブ助走有・ハンドボール助走無・ハンドボール助
走有であり，最も高い正の相関関係が認められたのは，野球ボール助走有であった． 
2. 本研究で実施したコントロールテスト項目においてやり投PBと有意な正の相関関係を示
したのは，3kgメディシンボールフロント投げ・3kgメディシンボールバック投げのみで
あった． 
3. やり投PBが最も高い被験者は，野球ボール助走有・野球ボール助走無・ターボジャブ助
走無においても最も高い値を示した． 
4. 全被験者におけるターボジャブ助走有（縦軸）と野球ボール助走有（横軸）との相関関
係を分析したところ，縦軸も横軸も高い値を示す陸上部やり投経験有群，縦軸も横軸も
低い値を示す陸上部やり投経験無群および縦軸は低いが横軸は高い値を示す野球部群の3
群に分かれる結果となった． 
5. 野球ボール投げとターボジャブ投げの投動作は，主要な関節の動きや身体部位の位置関
係を映像を基に質的分析を行なったところ，肩関節・骨盤〜腰部・腕・体幹部・股関
節・肘関節・膝関節・足関節に相違が認められた． 
【考察】 
投動作を「動き」という視点からみると，オーバーハンドスローの動作が基礎技能となり
それが物を投げる動きと物を打つ動きへと分化し，物を投げる動きは投擲物の種類によって，
物を打つ動きは道具の種類によって動きが変化してくると考えられる．握れるボールを投げ
る動きとやりを投げる動きが異なるものとしてモデルの枝分かれした先に位置づく．しかし，
ターボジャブ投げの飛距離と野球ボール投げの飛距離の2要因によって被験者を4群に分類し
た結果からは，①やり投で高いパフォーマンスを発揮するためには，必要条件として握れる
ボールを投げる力を有していなければならない②前提条件が整わないまま棒を投げてもやり
投で高いパフォーマンスを発揮することはできない③握れるボールを投げる力が高いだけで
は，やり投で高いパフォーマンスを発揮することはできないという3点を読み取ることができ
る（図1）．  
 また，やり投PBが最も高い被験者のターボジャブと野球ボールの投動作を，動画を用いて
比較した結果から，核となるオーバーハンドスローは同じであっても，両者には異なる動き
があることが明らかになった． 
【まとめ】 
 大学女子やり投競技者のコントロールテスト項目として，野球ボール助走有，野球ボール
助走無，握れないメディシンボール助走無，ハンドボール助走有，ハンドボール助走無，タ
ーボジャブ助走有，ターボジャブ助走無という投擲物の飛距離測定が有効であることが考え
られる． 
また，やり投の実際のコーチング現場における投動作の指導においては，コントロールテ
ストによる評価を基に，縦軸に棒を投げる力（やり投PBもしくはターボジャブ），横軸に握
れるボールを投げる力（野球ボール投げ）をとった図を作成することにより，競技者個々の
特性に応じたトレーニング課題の設定が可能になることが示唆された．その際には，野球ボ
ール投げとやり投の動きの違いを考慮し，野球ボール投げの遠投練習がやり投に負の転位を
与えないように専門的な動きの導入へと関連づけるコーチングが求められると考えられる． 
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図1．ターボジャブ投げおよび野球ボール投げの飛距離の2要因によって被験者を 
4群に分類した結果 
